
 

「第７１回大阪総体」結果報告  
 男子団体三連覇ならず・・・ 

 ９月１１日(日)に、「第７１回大阪総合体育大会弓道競技の部」が行われました。今年度は今までと違

い、１日で個人戦と団体戦を行いました。そのため試合形式も例年と違い、個人戦は４射３中以上で予

選通過、いきなり決勝射詰で順位を決定。団体戦は、予選１立１２射で上位８位までが決勝トーナメン

トに進出することになりました。 

 

◆個人戦 

個人戦は、男子６名、女子３名が出場しました。４射３中以上は厳しいなぁと感じていましたが、本

校は、男子３年場口、２年淺田、伊藤の３名が見事に予選を突破しました。また、予選突破はなりませ

んでしたが１年増田が２中とあと一歩のところまで頑張りました。女子は３年山本が２中まで行きまし

たが、あと１本届かず、無念の予選落ちとなりました。 

 男子予選通過は２２名でした。決勝射詰１本目、３名とも的中で１４名に。２本目淺田が抜くも、場

口、伊藤が的中で１０名に。３本目、２人とも的中で９名に。４本目伊藤が外しますが、場口は見事的

中、これで８名に絞られました。５本目からは的が八寸的になります。普

段の大会では八寸的まで残れば上位入賞は確実ですが、今回は８名が残り、

まだ入賞すら決まりません。近年に無いレベルの高い戦いとなりました。

八寸的１本目、場口は惜しくも外してしまいましたが、的中したのが２名

で、残り６名で３位～６位を決定する競射(遠近法)になりました。結果、

場口は残念ながら入賞を逃しました。でも良く頑張ったぞ！ 

◆団体戦 三連覇を目指して・・・ 

 本校は、Aチームは 2年曽山、淺田、伊藤、Bチームは 3年西野、2年古川、3年場口のメンバーです。 

B チームは、場口が皆中も他の 2人がブレーキで、あっけなく予選落ちとなりました。3年場口はこの試

合で引退ですが、個人戦と団体戦で八寸的以外はすべて的中して意地を見せました。本当に良く頑張り

ました。最後に後輩へのすばらしい“エール”をもらいました。A チームは、三連覇を狙っての戦いで

すが、一発勝負の怖さで、思うように的中が伸びず、上位 8 チームに残る競射に何とか残る事ができま

した。競射の結果、からくも決勝トーナメントに進出しましたが、先行き不安な状態です。 

 決勝トーナメント準々決勝は、優勝候補の岸和田産業 B です。正直今の実力では勝ち目はないと思っ

ていましたが、岸和田産業 B が１０中、本校が９中とあと一歩のところまで追い詰めました。予選で 0

中と不振を極め、完全に自信を無くした曽山でしたが、「この大会はお前と心中する。絶対に変えないか

ら自分の力でそのプレッシャーに勝て！」とハッパをかけて送り出しました。そこで意地の 3中を出し、

チームに勢いをつけました。負けたものの良い試合だったと思います。（岸和田産業 Bはその後、見事優

勝しました。） 

3 年場口、最後まで良く頑張った！ 



 

◆頑張ったが・・・ 

 個人、団体とも良く頑張ったと思います。しかし、「男子団体三連覇」という目標に向けて頑張ってき

ただけに、目標を達成できなかったという事実は重く受け止めなければなりません。「良く頑張ったな」

と思うのは顧問だけで、部員たちは「悔しい」という気持ちを持ってもらわないと困ります。すぐに「私

学大会」「新人戦」があります。特に、「新人戦」は「近畿選抜・全国選抜」に繋がる大切な大会です。

今回もその強さを見せ付けられた岸和田産業高校や浪速高校、大阪学院大学高校など強豪揃いですが、

「新人戦団体優勝」という目標に向かって頑張って行きたいと思います。応援、宜しくお願いします！ 

 

 

 

 

「叶わなそうなものを、叶えるのが夢。 

自分の限界を自分で決めてしまったら、その先はない。」  

       中田久美 

 

今後の予定 

９月２２日(木・祝) 私学大会 

１０月３０日(日)  新人戦北ブロック大会 

１１月 ５日(土)  新人戦・個人戦 

      ６日(日)  新人戦・団体戦 

 

 


